
平成 22年（2010 年）11月 25日 第 241 号（2）足 立 区 議 会 だ よ り

代表・一 般 質問を平成２２年９月
２４日・２７日・２８日に開会した

第３回定例会本会議で行いました。

代
表
・
一
般
質
問

　

議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、

各
会
派
を
代
表
す
る
10
名

の
議
員
が
、
区
政
全
般
に

つ
い
て
質
問
を
行
い
、
区

政
執
行
に
あ
た
る
区
長
を

は
じ
め
執
行
機
関
の
考
え

を
尋
ね
ま
し
た
。

　

以
下
、
そ
の
一
部
を
掲

載
し
ま
す
。

厳
し
い
財
政
運
営
に
ど
の
よ
う
な
見

通
し
を
持
っ
て
い
る
の
か

【
問
】
福
祉
を
中
心
と
し
た
需
要
が

増
加
す
る
一
方
、
財
政
調
整
交
付
金

の
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
る
状
況

で
あ
る
。
今
後
の
財
政
運
営
の
見
通

し
と
財
源
対
策
を
伺
う
。

【
区
長
】
財
政
調
整
基
金
等
を
活
用

し
た
財
源
対
策
の
み
で
は
限
界
が
あ

る
た
め
、
経
営
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ

く
既
存
事
業
の
見
直
し
を
徹
底
的
に

行
い
、
捻
出
し
た
財
源
を
主
要
施
策

に
重
点
的
に
配
分
す
る
等
、
事
業
の

選
択
と
集
中
を
一
層
強
化
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
財
政
調
整
交
付
金
見
直
し

の
意
見
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
社
会

保
障
制
度
に
つ
い
て
は
国
の
負
担
の

あ
り
方
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
よ

う
、
強
く
国
に
働
き
か
け
て
い
く
。

　

中
長
期
的
に
は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
担
税
力
の
あ
る

世
帯
の
流
入
を
図
る
と
と
も
に
、
教

育
や
産
業
振
興
分
野
等
、
区
民
の
力

を
支
え
る
施
策
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

区
制
80
周
年
事
業
を
契
機
に
未
来
へ

の
展
開
を
構
築
せ
よ

【
問
】
２
年
後
の
区
制
80
周
年
事
業

を
ど
の
よ
う
な
体
制
で
迎
え
る
の
か
。

　

ま
た
、
区
制
80
周
年
の
意
義
及
び

今
回
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
伺
う
。 自

由
民
主
党

　
　

加
藤　

和
明　

議
員

【
広
報
】
区
制
80
周
年
は
足
立
の
歴

史
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
魅
力

を
高
め
、
誇
れ
る
足
立
区
へ
と
進
化

さ
せ
る
、
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え

る
。
そ
の
記
念
事
業
の
基
本
テ
ー
マ

を
「
今
あ
る
魅
力
を
磨
き
あ
げ
よ

う
」「
新
し
い
魅
力
を
創
り
あ
げ
よ

う
」「
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
ろ
う
」

と
し
、
多
く
の
区
民
が
多
様
な
形
で

参
加
・
参
画
で
き
る
仕
組
み
を
検
討

し
て
い
く
。

ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
脱
却
に
向
け
て
一
大

区
民
運
動
を
展
開
せ
よ

【
問
】
刑
法
犯
認
知
件
数
ワ
ー
ス
ト

ワ
ン
脱
却
に
向
け
て
大
切
な
の
は
、

区
民
や
地
域
の
方
々
を
ど
の
よ
う
に

巻
き
込
ん
で
い
く
か
が
鍵
と
な
る
。

今
秋
か
ら
年
末
に
向
け
て
の
取
り
組

み
が
一
番
大
事
だ
と
思
う
。
大
き
な

区
民
運
動
を
展
開
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

【
総
務
】
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
脱
却
に
は
、

区
民
の
方
を
は
じ
め
、
足
立
区
総
ぐ

る
み
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
。

10
月
、
11
月
に
実
施
す
る
「
秋
の
美

化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
等
を
通
し
て
、

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

運
動
を
一
大
区
民
運
動
に
発
展
さ
せ

て
い
く
。

地
域
住
民
の
不
安
を
区
一
丸
と
な
っ

て
取
り
除
け

【
問
】
入
谷
九
丁
目
の
オ
ウ
ム
関
連

施
設
建
設
は
許
し
が
た
い
行
動
で
あ

る
。
現
在
の
改
修
工
事
の
状
況
と
、

地
元
住
民
と
の
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

【
総
務
】
改
修
工
事
は
６
月
15
日
よ

り
１
ヶ
月
半
ほ
ど
中
断
し
て
い
た
が
、

残
念
な
が
ら
８
月
上
旬
に
再
開
し
た
。

区
は
住
民
協
議
会
の
全
面
的
支
援
と

と
も
に
、
ア
レ
フ
進
出
を
断
固
阻
止

す
る
決
意
で
あ
る
。
施
設
へ
の
都
市

ガ
ス
引
き
込
み
に
伴
う
道
路
占
用
の

不
許
可
を
一
例
に
、
区
の
許
認
可
権

等
を
最
大
限
活
用
し
、
法
的
措
置
を

含
め
た
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
当
面
の
対

応
は

【
問
】
８
月
に
示
さ
れ
た
「
保
育
需

要
の
現
状
と
待
機
児
童
解
消
に
向
け

た
当
面
の
対
応
」
の
中
で
、
民
間
集

合
住
宅
建
設
時
の
保
育
園
設
置
誘
致

の
要
請
が
示
さ
れ
て
い
る
。
200
戸
以

上
の
民
間
住
宅
建
設
の
際
に
事
前
協

議
を
行
う
仕
組
み
を
導
入
す
る
と
い

う
も
の
だ
が
、
区
内
で
200
戸
以
上
の

建
設
は
あ
ま
り
例
が
な
い
と
、
我
が

党
は
委
員
会
で
指
摘
し
た
。
こ
の
数

値
目
標
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
検
討

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
実
効
性
の
担
保
は
ど
う
す

る
の
か
。

【
子
ど
も
】
指
摘
を
ふ
ま
え
、
戸
数

を
100
戸
以
上
の
集
合
住
宅
に
変
更
す

る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
保
育
課
と
の
協
議
の
義
務

付
け
に
加
え
、
小
規
模
保
育
室
や
家

庭
福
祉
員
の
実
施
す
る
保
育
室
に
関

す
る
規
定
を
設
け
て
、
実
効
性
を
高

め
る
工
夫
を
し
た
。

若
年
層
に
健
診
機
会
を
提
供
せ
よ

【
問
】
区
は
35
歳
を
対
象
と
し
た
若

年
者
健
康
診
査
を
開
始
し
た
が
、
受

診
者
の
約
８
割
に
生
活
習
慣
病
の
心

配
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今

後
、
さ
ら
に
若
い
世
代
へ
の
健
診
を

進
め
て
い
く
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
衛
生
】
平
成
21
年
度
が
健
診
初
年

度
で
あ
る
た
め
、
今
後
数
年
の
健
診

デ
ー
タ
等
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、

受
診
者
の
行
動
変
容
状
況
を
ふ
ま
え
、

対
象
年
齢
を
含
め
た
若
年
者
健
診
制

度
の
改
善
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

垳
川
の
環
境
対
策
の
今
後
は

【
問
】
平
成
20
年
度
か
ら
垳
川
で

行
っ
て
い
る
ヘ
ド
ロ
の
し
ゅ
ん
せ
つ
と

試
験
通
水
の
効
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　

ま
た
、
し
ゅ
ん
せ
つ
は
今
年
度
で

終
了
と
聞
く
が
、
来
年
度
以
降
、
垳

川
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
の
目
標
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
都
市
建
設
】
延
べ
９
千
100
㎥
の
ヘ

ド
ロ
除
去
で
完
了
の
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
日
ほ
ぼ
毎
日
の
通
水
実

施
に
よ
り
、
以
前
よ
り
悪
臭
が
減
り
、

水
質
が
向
上
し
た
。

　

今
後
は
、
小
溜
井
排
水
場
の
酸
素

供
給
装
置
等
の
運
転
と
通
水
と
の
効

果
的
な
運
用
方
法
の
検
討
を
踏
ま
え
、

ま
ず
綾
瀬
川
と
同
程
度
の
水
質
環
境

基
準
を
目
指
し
て
い
く
。

地
域
主
権
に
基
づ
く
教
育
の
実
現
を

【
問
】
教
育
に
関
す
る
諸
権
限
に
つ

い
て
は
、
可
能
な
限
り
学
校
設
置
者

で
あ
る
区
市
町
村
へ
の
権
限
委
譲
が

必
要
不
可
欠
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
教
委
長
】
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向

上
、
生
活
規
律
、
公
共
心
の
育
成
等

の
課
題
に
即
応
す
る
た
め
に
も
、
教

育
に
関
す
る
諸
権
限
を
委
譲
し
、「
権

限
」
と
「
責
任
」
の
一
体
化
を
図
る

こ
と
が
大
変
重
要
と
考
え
る
。
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こ
れ
ま
で
の
区
政
を
検
証
し
、

　

足
立
の
さ
ら
な
る
充
実
を

＊

用

語

解

説

＊

＊

ユ
ニ
ッ
ト
化
…�

施
設
の
居
室
を
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
を
ひ
と
つ
の

生
活
単
位
と
し
、
少
人
数
の
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
ケ
ア
を
行
う
も
の
。

Ｈ
Ｐ
Ⅴ
…�

ヒ
ト
・
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
。
子
宮

頸
が
ん
の
原
因
と
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
。

自
由
民
主
党

　
　

白
石　

正
輝　

議
員

福
祉
・
衛
生
の
充
実
を
！

規
制
緩
和
に
よ
る
従
来
型
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
を

【
問
】
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
個

室
化
・
ユ
ニ
ッ
ト
化
は
、
待
機
者
が

多
い
都
市
部
の
実
情
に
合
っ
て
い
な

い
。
規
制
を
緩
和
し
、
従
来
型
を
建

設
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
福
祉
】
厚
生
労
働
省
は
、
従
来
型

を
併
設
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
整
備
を
事
実
上
、
容
認
す
る
決
定

を
し
た
。
国
や
都
の
対
応
を
踏
ま
え

柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
く
。

総
合
的
な
少
子
化
対
策
を
実
施
せ
よ

【
問
】
日
本
の
出
生
率
は
、
年
々
減

少
し
て
い
る
。
特
に
23
区
で
は
、
１

を
割
り
込
む
現
状
で
あ
る
。
総
合
的

な
対
策
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

【
子
ど
も
】
少
子
化
の
課
題
は
一
つ

の
自
治
体
の
み
で
は
解
決
で
き
な
い

が
、
区
で
は
本
年
３
月
に
子
ど
も
・

子
育
て
の
視
点
か
ら
「
第
２
期
あ
だ

ち
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
を

策
定
し
、
子
ど
も
支
援
と
子
育
て
支

援
に
関
し
て
15
の
施
策
群
を
設
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
待
機
児
童
対
策

や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

推
進
と
と
も
に
、
雇
用
対
策
等
関
連

機
関
と
の
連
携
を
進
め
て
、「
子
育

て
な
ら
足
立
区
」
と
い
わ
れ
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
助

成
を
実
現
せ
よ

【
問
】
女
性
特
有
の
が
ん
で
あ
る
子

宮
頸
が
ん
予
防
の
決
め
手
と
し
て
、

各
地
方
自
治
体
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
の
補
助
金
を
予
算

化
、
ま
た
は
検
討
を
始
め
た
と
聞
い

て
い
る
。
少
子
化
対
策
の
上
か
ら
も

子
宮
頸
が
ん
撲
滅
は
急
務
で
あ
る
。

来
年
度
予
算
に
向
け
て
、
区
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

【
衛
生
】
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
発
病
予
防
に

有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
区

と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成

に
つ
い
て
、
実
現
に
向
け
検
討
し
て

い
く
。

＊


